




ボタン操作

時計・タコ・外周長・分周・単位・温度・燃料・オドの設定
1.セットアップモードでは現在時刻、12/24時間制切替、シフトワーニング警告回転数、タコメーターパルス数、タイヤ外周長、スピードパルス数、使用単位
  、小数点表示、温度単位および警告温度、フューエルセンダー抵抗値、オドメーター初期値の各設定を変更可能です。このモードで75秒間全くボタン操作が
  無い場合には自動的に通常モードへ戻ります。
2.ボタンを押して電圧計表示「xx.xV and Set」の状態でボタンを2秒間長押しすると設定モードに入ります。セットアップモードの中で、設定される項目は画
  面上で点滅しています。この状態でボタンを押すと項目の数字が増えたり、単位が変更されたりします。2秒間長押しすると設定する項目が移動します。設
  定モードの最終項目でボタンを2秒間長押しすると通常モードへ戻ります。 
3.セットアップモードは「12/24H」および「XX:XX-XX」画面から始まります。12/24時間制を選択して、時計を「時」「分」と順番に設定します。設定が完了
  すると次の画面に移動します。 
4.次に「RPM rXXX00」画面になります。出荷時は「RPM r06500」となっており、「06」が点滅しています。シフトワーニング回転数をボタン操作で設定します
  。設定が完了すると次の画面に移動します。
5.次に「SP 1r1P と RPM」画面になります。「1r1P」となっています。設定には1r1p, 2r1p, 1r2p, 1r3p, 1r4p.の5種類があります。数値の「r」は回転、「P
  」は点火信号を意味します。例えばエンジン2回転当たり1回の点火信号が発生する車両に装着する場合の設定値は「2r1P」となります。
6.ボタンを押すたびに設定値が順番に変わります。設定が完了すると次の画面に移動します。
7.次に「cXXXX」画面になります。タイヤ外周長を設定します。4つの数字は外周長をmmで表しています。１ケタずつ数値を設定します。設定が完了すると次の
  画面に移動します。
8.次に「P-001」画面になります。ホイール1回転あたりのパルス数を入力します。付属ワイヤーセンサーやオプションのマグネットセンサーをマグネット1個  
  で使用する場合、設定値は「P-001」となります。１ケタずつ数値を設定します。設定が完了すると次の画面に移動します。 
9.次に単位設定画面になります。ボタンを押すたびにKm/hとMPHが切り替わります。設定が完了すると次の画面に移動します。
10.次に、「100.0Km/H と on」または 「100Km/H & oFF」が表示されます。小数点以下の表示をするかしないかの設定となります。設定が完了すると次の画面
   に移動します。 
11.*次に「℃ , ℉ または oFF」が表示されます。ボタンを押すたびに温度単位、「oFF」表示へと変わります。設定が完了すると次の画面に移動します。
12.*次に「XXX」と 11で選択した温度単位が表示されます。温度警告を開始したい温度を1桁ずつ設定します。設定が完了すると次の画面に移動します。
   1.** 次に「100r」が表示されます。 ボタンを押すたびに100Ω, 250Ω, 510Ω, oFF, -100Ω, -250Ωor -510Ωと切り替わります。oFFに設定するとこの
   機能が無効化され、画面に燃料計が表示されなくなります。設定が完了すると次の画面に移動します。
   2.次に「ODO と 00000X km/H または MPH」表示となります。1桁ずつ設定値を入力します。オドメーターの表示が30Km未満の場合に限り、オドメーターを  
   任意の値に設定することが可能です。任意値として30Km以上の値をセットした場合、または取付け後30Km以上走行してオドメーターの値が30Kmを超えた場
   合、それ以降、この設定画面は現れなくなり、一切の変更ができなくなります。任意値にセットする場合、桁の入力間違いなどに十分注意してください。
   設定が完了すると通常モードに戻ります。

操作ボタンを2秒長押し: リセット操作 
1.ボタンを2秒間長押しすると、表示されている機能の数値をリセットすることができます。
2.TRIP・ライディングタイム・最高/平均速度・最高回転数・*最高温度が表示された状態で
  RESETボタンを2秒間長押しするとその数値をリセットして0に戻すことができます。 
3.オドメーター・時計・総運転時間・総走行時間の各値はリセットできません。  RESET  

 2sec  

設定（setup）モードに入る:
1.ボタンを押して、メーターを電圧計表示（Vとset表示）にします。
2.この画面でボタンを2秒間長押しすると設定モードに入ります。 
3.次項の手順で設定操作を行います。 

シフトワーニング回転数設定:
1.ボタンを押してデジタルタコメーターを表示させます。そしてスロットルを開け、警告させたい回転数ま
  でエンジン回転を上げます。 
2.ボタンを2秒長押しすると、その時の回転数が警告回転数としてセットされます。 
3.以降、設定した回転数までエンジン回転が上昇すると警告LEDが点滅動作します。 
4.再設定を行う場合は、デジタルタコメーターを表示させた状態でボタンを2秒間長押しします。

操作ボタン短押し: モード変更
1.ボタンを押すごとに機能が順番に表示されます。 
2.速度パルスが入力されていない時は、ボタンを押すごとに “   ” の順番に機能が表示されます。
3.速度パルスが入力されているときはボタンを押すごとに “   ”の順番に機能が表示されます。
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